








結論 

Prednisolone 隔日投与で寛解中のステロイド反応性特発性ネフローゼ症候群(ネフロー

ゼ)児に対し,学校体育程度の水泳を行ない以下のような結果を得た。 

(1)水泳による Ccr の低下はなかった。 

(2)水泳参加により見学の時よりも有意に高い FENa の増加があり,これは水泳終了後にも

認められた。 

(3)水泳参加はネフローゼの再発の誘因とはならなかった。 

(4)3 年間の経過で水泳参加者と不参加者の間にネフローゼ再発頻度の推移に差はなかっ

た。 

以上より学校体育程度の水泳はネフローゼ児に対して安全に実施できると考えられ,さら

に浮力を利用した運動であることを考え合わせると肥満や骨変化のみられるネフローゼ児

には最適の運動ではないかと思われた。 


